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対象分野

対象都市課題

技術の海外展開につい
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技術紹介図

すでに展開している 要望があれば検討 すでに展開している 要望があれば検討

技術分類（キーワー
ド）

3次元地図・インフラ調査・資産管理・安全・ジオAI

技術の内容（概要）

株式会社岩根研究所は世界中でMMS(Mobile Mapping Service)を提供しております。画像処理を用いて連
続した360度映像を解析しカメラの軌跡(位置と姿勢)を計算し高精度GNSSと統合させる事により3次元地図
として使用出来る動画を生成します。
3次元動画から任意のポイントの位置情報・距離・高さを取得する事が出来ます。また、動画内の実際のオ
ブジェクトにタグを登録する事が出来、そのタグに様々な情報をリンクさせる事も出来ます。
ポイントやポリゴンなどのベクターデータを中執し、データベース(ジオデータベース)にジオメトリを保存する
事も可能です。
AI/MLは360度映像で使用する事が出来、特徴を高精度で自動的に抽出する事も可能です。
360度映像やベクターデータはオンプレミス/クラウドサーバー問わずWebで公開する事が可能です。
ブラウザ上では計測・タグ付け・データベースの作成などオフライン・オンライン問わず同様の事が可能で
す。

物流 該当しない 都市計画・整備 該当する
その他(自由記
述)

該当しない
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                                                                    <Uniue Digital Content on the Web >

360度動画は全ての機能をブラウザ(Web)上でシームレスに操作・閲覧する事が出来ます。
GISデータベース開発、資産管理、道路シミュレーション、調査、分析、状況把握、バーチャル観光、ナビ
ゲーション等、様々な用途に使用出来ます。
具体的には、公共事業(官公庁)、輸送、電力(及び付属物)、防衛、住宅、防災などで使用されています。



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

SDGs

備考
（受賞歴など

Road Safety 2020 from International Road Federation(当社の顧客であるタイDRRが受賞しています)

詳細はyoutubeにて公開されています
https://youtu.be/j2JXEdQqAFs

プロジェクト紹介図

プロジェクト紹介Webサ
イト

バンコク

モバイル・マッピング・システム(MMS)を利用した「Department of Rural Roads- (DRR)」の道路状況データ
取得

タイ政府（Department of Rural Roads-DRR）は、タイ国内の数千キロもの道路、歩道、そして道路排水溝
や道路構造物などの関連施設、さらには植栽の維持管理を担当している。
道路工事の計画、設計、資産管理を容易にするために、タイ政府は、同省の路面性状/状況の更新と検証
を目的として、公共道路システムの360度の地理参照画像を取得するプロジェクトを開始しました。
MMS技術を使用することで、道路インベントリの360度写真と位置情報は、走行中の車両に搭載されたデ
ジタルカメラで撮影され、衛星測位装置やその他のセンサーで位置が固定されます。様々な道路状況の
データは、撮影された画像から識別可能な特徴を持つものとして、認識、デジタル化、位置特定する。

タイ国

活用事例

都市名

プロジェクト名

プロジェクト概要

対象国

タイのDepartment of Rural Roads（DRR）は、このプロジェクトで岩根研究所式モバイルマッピングシステム
にてデスクトップソフトウェアおよびウェブソフトウェアAPIの2つのセットを使用しています。

このプロジェクトの主な目的は次のとおりです。
　a. DRRがタイ国内で管理している道路の360度3次元(ジオリファレンス)画像の収集を行う
　b. 様々な道路状況のGISデータを構築し、DRRの対応するGISシステム/データベースに統合する

岩根研究所のWebサーバーAPIを利用して、DRRは地方道路ネットワーク管理システム(RM)を構築しまし
た。RMはウェブベースのシステムであり、地方道路における様々な資産データを提供し、現場に行く前に
デスクトップ上で道路安全検査を行うことが出来ます。また各地方道路の危険指数を分析し、事故追跡調
査などを行います。
このプロジェクトで登録される資産情報は、道路と橋の基本情報、道路中心線情報、信号機、ガードレー
ル、カーブ曲率、制限速度表示、交通/道路標識、車線分割ライン、路側帯、境界線、薄層舗装(ランブル
ストリップ)など路面上の道路線など多岐に渡ります。
また、境界線、ランブルストリップ、停止線や横断歩道、電柱と照明、高速道路の路側帯、交差点との接続
部、舗装、自転車道、歩道橋、側溝、中央分離帯、排水溝なども対象になっています。

当該プロジェクトで使用された実際のMMS


